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------------------------------------------------------------------------------- 

 みなさん、こんにちは。平成１９年度に入って、初めてのメルマガです。 

梅雨入りしたにも関わらず、今年は晴れの日が多く、暑い日が続いておりますが、 

いかがお過ごしでしょうか。 

 福祉のまちづくり室では、ただ今３つの事業の募集（事前協議）を受け付けており 

ます。多くの方々、団体へ関心を持っていただき、熊本県の地域福祉を更に発展させ 

ていきましょう。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

【今月の内容】 

《トピックス》 

★１ 「地域の縁がわづくり」事業募集中！ 

★２ 「熊本県地域福祉基金助成金」募集中！ 

★３ 「福祉サービス第三者評価受審支援補助金」募集中！ 

《地域情報》  

★１ 「地域の縁がわ」紹介 

  ～ つどい処「いどばたや」（上天草市） ～  

《お知らせ》 

  福祉のまちづくり室各班のご紹介 

   ～わたしたちの班では、今こんなことをやっています～ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

 

■■トピックス■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

■ ★１「地域の縁がわづくり」事業募集中！             ■ 

■    ～ 地域福祉の推進を目指して（ハード基盤の補助）～    ■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

【事業の趣旨】 

 県では「熊本県地域福祉支援計画（地域ささえ愛プラン）」に基づき、県内各地域での「地域の
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縁がわづくり」を推進しているところです。 

 「地域の縁がわ」とは、地域の誰もが集い、交流し、福祉サービスをうみだしていく地域の支え

合いの拠点のことです。ここを拠点とし、地域に多様な福祉サービスが育つきっかけづくりを推進

するために地域福祉活動団体等に助成を行うものです。 

 

【募集の対象】 

 社会福祉法人、特定非営利活動法人又は非営利の福祉活動を行っている任意団体、家族会、保護

者会等で次の条件をすべて満たすものとします。 

①熊本県内に事務所を設置していること 

②団体の定款、規約等を有すること 

③補助対象となる事業を着実に実施できる事務及び組織体制があること 

④宗教活動や政治活動を目的とした団体でないこと 

⑤特定の公職者（候補者を含む）又は政党を推薦、支持、反対することを目的とした団体 

でないこと 

⑥暴力団でないこと、又は暴力団若しくは暴力団員の統制下にある団体でないこと 

 

【対象事業】 

 高齢者、障がい者、子どもなど対象者を限定することなく、誰もが集える次に掲げる福祉の拠点

を熊本県内に設置し、地域住民等へ福祉サービスを提供する事業とします。 

（１）共生型常設住民交流サロン   （２）小規模作業所交流サロン 

 

【助成率・助成金額、対象経費】 

 １団体２００万円以内（予算総額３，０００万円）。 

施設等の改修費（増改築、修繕等）、設備費又は備品購入費を対象とし、２分の１以内で補助。 

※基本事業費（広報関係費等）と管理費（人件費、家賃、光熱水費等）は対象外。 

 

【事前協議の受付期間】   

  平成１９年７月６日（金）まで（現在、受付中です！） 

 

【事前協議の実施～助成対象団体の募集～】 

 本年度は申請に先立ち事業内容の確認をさせていただくために「事前協議」を行うこととし、現

在、事前協議を受け付けています。事前協議（要件審査）を行っていただいたうえで、申請書を提

出していただき、審査会で内容審査（助成対象団体の選考）を行います。 

 

【選考方法】 

 有識者や実務経験者等で組織する地域福祉推進委員会で審査（７月下旬の予定） 
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【事前協議の手引き（事前協議の様式）の配布場所】 

 ・熊本県庁新館３階 健康福祉政策課福祉のまちづくり室 

・熊本県庁新館１階 県庁情報プラザ 

・各地域振興局の福祉課 

・くまもと県民交流館パレア「パレアルーム」（熊本市手取本町８－９） 

・ 熊本県ホームページ「ただいま募集中」からダウンロードもできます。 

http://www.parea.pref.kumamoto.jp/shakaisanka/news/detail_05.html

 

【お問い合わせ・申込先】 

   熊本県健康福祉部健康福祉政策課福祉のまちづくり室   担当者／佐﨑、中村、坂口        

      熊本市水前寺６丁目１８番１号  ０９６－３３３－２２０２（ダイヤルイン） 

★ 事前協議については、原則として、所定の書類を「福祉のまちづくり室」まで持参いただき、

内容の確認をさせていただくこととしておりますので、あらかじめ電話連絡のうえ、おいで

ください。 

     

■■トピックス■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

■ ★２「熊本県地域福祉基金助成金」の事前協議募集中！       ■ 

■  ～地域福祉の推進を目指して（ソフト事業への助成を行います）～ ■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

【事業の趣旨】 

「熊本県地域福祉支援計画（地域ささえ愛プラン）」で目指している「結いづくり」や「ちから

おこし」に取り組む団体をモデル的に支援し、多様な福祉サービスが育つきっかけづくりを推進す

るために地域福祉活動団体等に助成を行うものです。 

 

【募集対象】 

 地域福祉活動団体、ボランティア団体、NPO 法人、市町村社会福祉協議会および社会福祉法人で

あって、次の条件をすべて満たすものとします。 

①熊本県内に事務所を設置している団体であること。 

②団体の定款、規約等を有すること。 

③補助対象となる事業を着実に実施できる事務及び組織体制があること。 

④宗教活動や政治活動を目的とした団体でないこと。 

⑤特定の公職者（候補者を含む）又は政党を推薦、支持、反対することを目的とした団体でない

こと。 

⑥暴力団でないこと、又は暴力団若しくは暴力団員の統制下にある団体でないこと。 
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【対象事業】 

 熊本県地域福祉支援計画「地域ささえ愛プラン」の推進に寄与するソフト事業。ただし、県内で

実施する場合に限るものとし、継続的事業にあっては最長３年を限度とします。 

＜例示＞ 

☆結いづくり ：地域の支え合いを進める事業 

（・住民見守り活動・小地域ネットワーク・住民参加型福祉サービス・地域通貨 等） 

☆ちからおこし：地域のパワーアップを図る事業 

（・社会参加促進・コミュニティビジネス・地域で子育てサポート 等） 

☆人づくり：地域住民の支え合う意識づくり、支える人づくり   

（・啓発セミナー・活動リーダーの養成・世代間交流・子どもたちの健全育成 等） 

☆仕組みづくり：利用者の視点に立った仕組みづくり 

（・住民相談体制の整備・地域福祉ケアマネジメント体制整備・ホームレス支援 等） 

 

【助成率・助成金額、対象経費】 

 １団体２００万円以内（予算総額１，５００万円）。 

  事業の遂行上必要な報償費、需用費、役務費、使用料及び賃借料等を対象とし、３分の２以内

で補助。 

※事務所の維持に要する管理費（人件費、家賃、光熱水費等）は対象外。 

 

【事前協議の実施～助成対象団体の募集～】 

 本年度は申請に先立ち事業内容の確認をさせていただくために「事前協議」を行うこととし、現

在、事前協議を受け付けています。事前協議（要件審査）を行っていただいたうえで、申請書を提

出していただき、審査会により内容審査（助成対象団体の選考）を行います。 

 

【事前協議の受付期間】 

  平成１９年７月６日（金）まで（現在、受付中です！） 

 

【助成対象団体の選考方法】 

 有識者や実務経験者等で組織する地域福祉推進委員会で審査（７月下旬の予定） 

 

【事前協議の手引き（事前協議の様式）の配布場所】 

 ・熊本県庁新館１階 県庁情報プラザ、新館３階 健康福祉政策課福祉のまちづくり室  

・各地域振興局の福祉課 

・くまもと県民交流館パレア「パレアルーム」（熊本市手取本町８－９） 

・熊本県ホームページ「ただいま募集中」からダウンロードもできます。 

http://www.pref.kumamoto.jp/asp/news.asp?page_flag=bosyu&theme_no=5&i_news_no=11039
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【事前協議の受付場所およびお問い合わせ先】 

 熊本県健康福祉部健康福祉政策課福祉のまちづくり室   担当者／吉永、上塚       

熊本市水前寺６丁目１８番１号  ０９６－３３３－２２０１（ダイヤルイン） 

★ 事前協議については、原則として、所定の書類を「福祉のまちづくり室」まで持参いただき、

内容の確認をさせていただくこととしておりますので、あらかじめ電話連絡のうえ、おいで

ください。 

 

■■トピックス■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

■ ★３「福祉サービス第三者評価受審支援補助金」募集中       ■ 

■  ～福祉サービス第三者評価制度の普及を目指して～        ■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

【事業の趣旨】 

県では、県民が安心して良質なサービスを受けれるよう、社会福祉事業者が提供する福祉サービ

スの質の向上を図ることを目的として、福祉サービス第三者評価を受審する際の受審費用の一部を

補助します。 

 

【補助対象事業者】 

 福祉サービス第三者評価を受審し、評価結果を公表した民間の社会福祉事業者とします。 

 

【補助金額】 

１法人あたり５万円 

 

【募集期間】 

平成１９年６月１３日（水）から応募件数が３０件に達するまで（先着順） 

※郵送可 

 

【応募書類】  

県のホームページ「お知らせ」「ただいま募集中」欄に掲載しております。 

http://www.pref.kumamoto.jp/asp/news.asp?page_flag=bosyu&theme_no=5&i_news_no=11070

 

【お問い合わせ先・申込先】 

熊本県健康福祉部健康福祉政策課福祉のまちづくり室  担当者／元、永野 

熊本市水前寺６丁目１８番１号  ０９６－３３３－２２０１（ダイヤルイン） 

 

■■地域情報■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
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■ ★１「地域の縁がわ」紹介                    ■ 

■   ～つどい処 「いどばたや」 （上天草市）～          ■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

【事業目的】 

 少子高齢化が進み、この地域は商店街等からも離れたところに位置しており、地域住民が集う場

がなくなりつつありました。そこで、全ての地区住民を対象として会員制を導入し、個々の責任の

もと目的を持った活動を展開しながら、地域住民がやすらぎ、安心できる生活の場を提供すること

を目指しています。 

【事業内容】 

 上天草市社会福祉協議会が、旧特定郵便局跡地建物のバリアフリー改修を行い、平成１８年１２

月に共生型住民交流サロンを開設しました。 

 ここでは、あっぷあっぷサロンや押し花教室等が行われ、小地域ネットワークの座談会等にも利

用されています。来られた方は、「ここがあるけん、さびしくなかよ。いつも家で一人で過ごしと

ったけん、ここに来て皆と話しばするのが楽しみですたい！」と喜んでもらっています。 

 年始年末を除き、毎日オープンしており、地域住民の交流の場（“縁がわ”）として、利用されて

います。 

【活用した公的支援制度】 

・地域の縁がわづくり推進事業費補助金（熊本県） 

 

■■お知らせ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

■ 福祉のまちづくり室各班のご紹介                 ■ 

■  ～わたしたちの班では、今こんなことをやっています～       ■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 福祉のまちづくり室は、地域福祉企画班とまちづくり推進班で組織されており、今回は下記の業

務についてご紹介します。 

 

【地域福祉企画班】 

☆「福祉サービス第三者評価制度」について 

社会福祉基礎構造改革に伴い、福祉サービスの利用者とその家族は、自ら福祉サービスを選ぶこ

とができるようになりました。一方で、社会福祉事業者にはこれまで以上に利用者本位で質の高い

サービスを提供することが求められています。 

 この流れを受けて、熊本県では平成１８年７月に本制度をスタートしました。福祉サービス第三

者評価は、社会福祉事業者が提供する福祉サービスの質を事業者や利用者などの当事者以外の公

正・中立な第三者機関（評価機関）が、専門的かつ客観的な立場から評価することで、事業者が提

供する福祉サービスの質の向上を図るとともに、利用者に対する福祉サービス情報の提供を行うも

のです。 
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 なお、県では、社会福祉事業者の受審を促進していくためにトピックス★３で紹介しました補助

事業を行っています。 

 

☆ 「地域福祉塾」について 

熊本県では、熊本県地域福祉支援計画「地域ささえ愛プラン」に基づき、地域資源を活用した多

様な福祉サービスの創造を進めており、その中核的な担い手となる人材（いわゆる「福祉のまちづ

くりリーダー」）について、行政、市町村社協及び民間団体等の連携の下、地域振興局単位で養成

を行っています。今年度は４つの地域振興局（宇城、玉名、上益城、球磨）で実施を予定しており、

地域福祉に関するワークショップ等を実施し、養成した地域の人材を活用した新たな地域福祉サー

ビスの実践につなげていくことを目指しています。 

 

【まちづくり推進班】 

☆ 「パーキングパーミット」制度の導入に向けて 

 障害者用駐車場の不適正利用問題に対し、熊本県ではこれまでに「障害者用駐車場適正利用実証

実験（Ｈ１６）や「くまもと車いすマーク駐車場適正利用キャンペーン（Ｈ１７・Ｈ１８）」など

を実施し、意識啓発を通じた適正利用の促進に努めてきたところです。これらにより、従来に比し

て当該問題に対する県民の関心の高まりに一定の改善が見られるものの、未だ大幅な改善には至っ

ていないため、引き続きこの問題に積極的に取り組んでいく必要があります。このため、今年度か

ら、県が県内の各施設に共通する障害者用駐車場の利用基準を設定し、該当する対象者に「利用証

（パーキングパーミット）」を交付するという新しい制度を導入することとしています。 

同制度についてのより詳しいお知らせは、次号にてお伝えします。 

 

☆ 「中山間地域における地域支え合いの仕組みづくり」について 

 人口の高齢化が進み、市町村によっては、地域福祉を担う人材（後継者）が不足しており、地域

コミュニティ施策の展開が困難になりつつあります。 

 熊本県では、こういった地域における「地域支え合いシステム」の構築を重要な課題と位置付け、

モデル地区での取り組みを踏まえた具体的な検討の進め方や、その際の住民参加手法などを紹介し、

この「中山間地域における地域支え合いシステム」を県内の各市町村に広く普及していきたいと考

えています。 

 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

【発行】    熊本県 健康福祉部 健康福祉政策課 福祉のまちづくり室 

E-mail: kenkoufukushi@pref.kumamoto.lg.jp 

TEL:096-333-2202  FAX:096-387-5992 

----------------------------------------------------------------------------- 

  記載内容に関するお問い合わせ、情報提供、ご意見、配信の解除、メールアドレスの変更などの
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ご連絡は、熊本県 健康福祉部 健康福祉政策課 福祉のまちづくり室 まちづくり推進班へお願いし

ます。 

また、バックナンバー（No.１～２３）を県庁ホームページ内（「健康福祉」→「地域福祉推進の

ためのホームページ」）に掲載しています。ぜひご参照ください。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

 8


